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大規模雇用経営に向けてキュウリの「摘心栽培」と
「つる下ろし栽培」を比較しました

浜通り地域の農業は、大規模経営にシフトしており、雇用による労働力の確保が課題とな
っています。キュウリ栽培では、主な管理方法として「摘心栽培」と「つる下ろし栽培」が
あり、「摘心栽培」は、気候・時期に応じた管理が必要なため栽培に不慣れな方には管理が
困難です。一方、「つる下ろし栽培」は、管理が容易であり初めての方でも作業を習得しや
すい栽培法です。2021年度に実施した試験結果では、5月に定植した「つる下ろし栽培」の
可販果収量は「摘心栽培」と比較して８割程度となりましたが、可販果率は「つる下ろし栽
培」の方が高い結果となったことから、無駄な作業が減り、効率的な経営が期待できます。

○摘心栽培
・主枝を18節前後で摘心し、
側枝は３本程度を適宜残
しながら、１～２節前後
で摘心した。

・定植位置から両側20cmに
誘引紐を張り、側枝を振
り分けた。

○つる下ろし栽培
・主枝を15節前後で摘心し、
定めた側枝４本を収穫枝
とした。

・定植位置から両側35cmに
誘引紐をぶら下げ、左右２
本ずつ側枝を分けた。

リモコン式草刈機を使って獣害対策用電気柵下の
草刈りが容易にできるか検証しました

イノシシなどの獣害対策用電気柵は、雑草が電線に触れると漏電し効果が低下するため、
柵下のこまめな草刈りが必要です。しかし、電線や支柱が邪魔となり草刈りがしづらいとい
う難点があります。
そこで、市販の電動リモコン作業機（(株)ササキコーポレーション製ｓｍａｍｏ［スマモ］）

に際刈アタッチを付けて容易に草刈りができるか試験を行いました（図１、図２)。その結果、
電線を切断したり、支柱を傷つけたりすることなく、容易に草刈りができました。操作に慣れ
れば、電線や支柱を気にせず草を刈れます。
なお、ｓｍａｍｏは別売りの草刈アタッチや畦草刈アタッチ等のアタッチメントに付け替え

れば、通常の法面の草刈りなど、さまざまな作業が可能です。

図２ 草刈り前後の様子図１ 草刈りの様子

【経営・農作業科 024-958-1714】
【果樹研究所 024-542-4191】

乗用草刈機による落葉処理は
ナシ黒星病の発病を抑制する！！

本年7月下旬の病害虫防除所の調査結果によると、ナシ黒星病の県内での発生ほ場割合は、平年
並～平年より高い状況であり、翌年に向けた防除対策が重要です。黒星病の病原菌は秋型病斑の
発病葉で越冬し、翌年の春に落葉から子のう胞子を飛散させ、葉や果実に感染します。
対策として、乗用草刈機を用い落葉を粉砕することで、子のう胞子の飛散抑制効果があり、翌

春の黒星病の果そう葉や新梢葉での発病を抑制できます。
【試験結果の概要】
〇 落葉後の2020年11月20日及び12月1日に乗用草刈機を用いて、刈り高3cm、各回約60分/10a
の設定でほ場を縦横に複数回走行し、落葉の粉砕処理を実施しました（図）。

〇 処理翌年の3月時点で粉砕処理区の落葉の残存率は、無処理区の約3％に減少しました。
〇 粉砕処理後の落葉の残存率が低いほど翌年の子のう胞子の飛散量が少ないため、原形をとど
めた落葉が残らないよう粉砕することが重要です。
なお、病原菌は秋にりん片にも感染し、翌年に芽基部病斑となるため、秋期防除を併せて徹

底しましょう！（秋期防除については、令和元年度普及に移しうる成果を御参照ください）

図 粉砕処理後の状態（左：無処理、中：拡大、右：処理後）

成果詳細はこちら

【浜地域研究所 0244-35-2633】

草刈り前 草刈り後

成果詳細はこちら

タマネギ秋まき直播栽培は、育苗作業が不要であるため、一般的に行われている移植栽培
より省力的でコストも抑えることができます。播種適期は9月頃ですが、まだ気温が高く雑草
が発生しやすい時期であるため、収量を確保するためには適切な雑草防除が重要です。
そこで、農林水産省「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の中で試験研究を行

い、秋まき直播栽培に適した雑草の防除体系を構築しました。
秋まき直播栽培では、播種直後に使用できるシアナジン水和剤（グラメックス水和剤）、

越冬前と翌春の中耕後に使用できるプロスルホカルブ乳剤（ボクサー）、IPC乳剤（クロロ
IPC）を組み合わせて防除することで、移植栽培と同程度の収量が確保できます。

タマネギ秋まき直播栽培での雑草防除

図 タマネギ秋まき直播栽培における雑草防除体系 【野菜科 024-958-1724】図１ 可販果本数
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図２ 各期間内の可販果率の推移
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品種：穂木「クラージュⅡ」、台木「ぞっこん」
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※プロスルホカルブ乳剤は中耕後（雑草発生前）、ただし収穫45日前までに使用してください。
※IPC乳剤は中耕後、ただし収穫30日前までに使用してください。
※農薬は2022年8月時点で登録されているものです。農薬使用時には、ラベルを見て、倍率、収穫前日数等を
　 よく確認してください。
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い、秋まき直播栽培に適した雑草の防除体系を構築しました。
秋まき直播栽培では、播種直後に使用できるシアナジン水和剤（グラメックス水和剤）、

越冬前と翌春の中耕後に使用できるプロスルホカルブ乳剤（ボクサー）、IPC乳剤（クロロ
IPC）を組み合わせて防除することで、移植栽培と同程度の収量が確保できます。

タマネギ秋まき直播栽培での雑草防除

図 タマネギ秋まき直播栽培における雑草防除体系 【野菜科 024-958-1724】図１ 可販果本数
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図２ 各期間内の可販果率の推移
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（％）＜耕種概要＞
品種：穂木「クラージュⅡ」、台木「ぞっこん」

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

(タマネギ2葉期） 　　（越冬後）

※プロスルホカルブ乳剤は中耕後（雑草発生前）、ただし収穫45日前までに使用してください。
※IPC乳剤は中耕後、ただし収穫30日前までに使用してください。
※農薬は2022年8月時点で登録されているものです。農薬使用時には、ラベルを見て、倍率、収穫前日数等を
　 よく確認してください。
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２ 3

リモコン式草刈機を使って獣害対策用電気柵下の
草刈りが容易にできるか検証しました

成果
紹介

成果
紹介

成果
紹介

大規模雇用経営に向けてキュウリの「摘心栽培」と
「つる下ろし栽培」を比較しました

乗用草刈機による落葉処理は
ナシ黒星病の発病を抑制する！！

タマネギ秋まき直播栽培での雑草防除
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図 粉砕処理後の状態（左：無処理、中：拡大、右：処理後）
図２ 草刈り前後の様子図１ 草刈りの様子


